
第 129 回日本産科婦人科学会東北連合地方部会役員会および 
平成 22 年度前半期東北地区日産婦学会・医会連絡会 議事録 

 
日時：平成 22 年 5 月 23 日（日）午前 8：00－9：30 
開場：ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING 11 階「ギャラクシー」 
 
Ⅰ 開会の挨拶および第129回東北連合地方部会総会について [学会長] 松田 壯正 
 

第 1 日目の参加人数は 290 名と盛会であった 
 

Ⅱ 東北連合地方部会役員会               [常任委員] 八重樫伸生 
 
  （宇都宮）通例により、常任委員の東北大学八重樫の司会進行が承認された。 
  （八重樫）今回から監査をお願いしましたので、結果の用紙を回覧します。 
 
報告事項 
 
１．庶務報告 （資料 1～5）                     宇都宮裕貴 
 
  資料１：日本産科婦人科学会東北連合地方部会担当地方部会・大学および会長名 
    平成 23 年の 131 回まで決定している 
 

資料 2：北日本連合地方部会の担当順 
  以前の会議で、今年度と来年度は秋田大と金沢大の順序が逆になっている 
 
資料 3：日本産科婦人科学会東北連合地方部会役員一覧  
  別紙参照 
 
資料 4：会員数と会費納入状況 
  会員数は横ばい。会費納入者９７％（909 人/930 人）で例年と同じ状況である 
 
資料 5：東北連合地方部会 H21 年度 物故会員  

    昨年度は 6 名。総会で黙とうをささげる。 
    
 
２．第 58 回北日本連合地方部会（金沢大学）（資料 6）         宇都宮裕貴 
  （第 130 回東北連合地方部会） 
    予定通り、9 月 18、19 日に金沢大学主催で金沢市文化ホールにて開催予定 
   野球大会はなく、ボーリング大会が開かれる。 
 
３．第 131 回東北連合地方部会（青森地方部会）           佐藤 重美 



    平成 23 年 6 月 4・5 日 むつ市で検討しているが遠方でもあるため、弘前市

も候補と考えている（未決定） 
    
４．第 59 回北日本連合地方部会（秋田大学）             藤本 俊郎 
  （第 132 回東北連合地方部会） 
   平成 23 年 9 月 23(金)・24（土）を予定 
   詳細は未定。 
 
５．日本産科婦人科学会理事会・総会報告（資料 7）    倉智 博久、八重樫伸生 
 

１） 公益法人化の進捗状況 

     本来、本年 4 月より公益法人化される予定であったが、認可に時間

がかかっており、今年いっぱいは時間がかかると思われる。 

 

２）新規入会者  

最近増加しており、一昨年 447 名、昨年 495 名に増加している。 

    目標の 500 人に近づきつつある。 

 

３）女性のヘルスケア部門の発足 

   発起人の一人である弘前水沼教授より 

  目的：既にある 3 つの分野を有機的に結び付け、女性のライフステージ

に応じた治療を発展させる。 

   鹿児島大学 堂地先生が担当される 

 

４）産婦人科診療ガイドラインの進捗状況 

  昨日 3 回目のミーティングを行った。 

4 回目 平成２２年 7 月 18 日 東京にて開催 
 
６．その他  

（寺田）サマースクールの参加を。産婦人科入局を悩んでいる人を中心に

勧誘を。各地方部会ごとに推薦。 
来年度産婦人科学会総会の特別講演は山梨大の星教授。東北大学の新倉

先生がシンポジウム担当。平成 24 年は神戸で岡山大学平松先生学会長。 
平成 25 年は札幌で櫻木先生学会長。 

 
 
 



協議事項 
１．第 133 回東北連合地方部会の担当地方部会（秋田県）        八重樫伸生 
   （藤本）日程などは未定 
 
２．平成 21 年度東北連合地方部会収入支出決算（案） （資料 8-1,8-2）   宇都宮裕貴 
 
  （監査：上原）適切に財務処理されている。繰越金が増えており、有効に活用され

るよう提案。例えば、研修医会の費用として岩手地方部会へ 30 万で十分か？渡す

だけではなく、実際必要であった額を十分に出すべきではないか。 
  （会長：松田）今年度開催分に関しては準備していたので、予算内で行った。次回

からは必要であった分の支出考慮してみることも検討してよいかも。 
 
３．平成 22 年度東北連合地方部会収入支出予算（案） （資料 9）     宇都宮裕貴 
   春季大会 20 万上乗せ。120 万岩手地方部会に援助の予定。今年は秋季地方部会

が東北地方の担当ではないが、担当年には 80 万補助するため平均すると年間 50
万程度繰越金が減り、10 年余りで繰越金はなくなると予想される。 

 
４．平成 22 年度後半期日産婦学会・医会連絡会の日程 （資料 10）   宇都宮裕貴 
   平成 23 年 2 月 27 日（日）10：00～ 昨年同様、江陽グランドホテルで開催 
 
５．日本産科婦人科学会東北連合地方部会会則改定（資料 11-1,11-2）   八重樫伸生 
   決定ではないが、このような案であることを周知していてほしい。 

（水沼）専門医に論文が必要となり、地方部会雑誌を発行は極めて重要になると思

われる。 
 
６．東北地区産科婦人科学会・医会連絡会規約改定（資料 12-1,12-2）    八重樫伸生 
   H24 年 4 月 1 日で公益法人化をめざす。 
   医会も公益法人化していく方向で、1 を変更したほうがいい。「各県支部」とい   
  う文言が変わる。 
 
７．その他 
   なし 
 
 
                          文責 東北大学 
                             宇都宮裕貴（幹事） 


